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要旨 ヒノキの芽生えから不定芽を誘導寸るための培養条件を明らかにするために，芽生えを子

葉，幼!.j， JIj¥斡の 3つに分割して， νャ レ内で培長した。培地には， 1/2M S培地に BAPと

NAAとを， 0， 0.1， 1， 10， 20μMの5段階ずっ組み合わせて添加した。その結果，不定芽が特

に多く形成されたのは， BAPが I !1 M~ lO μM ， NAAが 0.1μM~10μM の間であった。不

定牙の形成が見られた器官は千葉とがj芽で，JIj¥舶には形成されなかった。不定芽形成の見られな

かった外植体のほとんどがカノレス化した。

また， ヒノキの芽吋てえから無蘭条件ドで培養Lた不定穿をカプセノレ化して人丁、種子炉j取り扱い

を試みた。カフセノレ化のための培地は!/2MS培地に，アノレギン酸ナトリウムを加え， さらに，

IBAを0，5， 25μMの3段階の濃度で添加した溶液を用いた。ゲノレ化は， ヒンセットを)jjい，

不定!Jを， この溶液とともに，塩化カノレYウム溶液中に落として行ったc 力プセノレ化した不定芽

は早いもので， 10円日頃から芽の伸長が， 20日日頃から根の仲長が始まった。 4力月後の順化を

行う段階で，発根状態などを調査した結果，発根率については，系統間， 1 BA処理問に，根の

状態と，苗長については IBA処昭聞において台必差が認められた。

1 はじめに

ヒノキ (ChαmaecypαrisobtusαEndUは林業上，重要な樹種であり，精英樹1，0474:，気象害抵抗性候補木1，326本

等が選抜され，それらのクローンで造成された採種園から種子が牛一産されている O しかし， ヒノキの結実は年により曹

附去があるため，安定した優良種市の供給が望まれている。そのため，効率よく増殖するための手段として，組織培養

による増嫡技術の開発が進められている。

ヒノキの組織情益については，芽生え，幼木及ひ成本を材料として研究が進められている。

石川10)は芽生えを材料としてWS培地で不定芽形成を試みて， BAP添加で効果が認められている。天

野ら2)はヒノキ穿生えの子葉をBAPを添加したMS培地で増摘したのち，某本培地を 5{gに希釈したホ

ルモン・フリー培地で87%の発恨率を得ている。また，大野ら3)は芽牛えの千葉，幼芽， ij主軸を用いてM

S培地上でイ¥定芽形成を試みたところ，了葉からの分化がほとんどで，幼芽からは少なく，特に腕軸か

らはきわめてまれであったことを報告している O これに対し，冨出ら17)は同様に芳三生えの子葉，y，jJ芽，

1Yi;軸を用いてBAPを添加したMS培地等により培養し，いずれの部位からも不定芽が形成されたとの

報告をしている15)。また，不定芽の形成程度は子葉，阪申曲，幼:!fの)1闘であったが， 12週甘からは匹軸，

幼弘子葉の順になり 16) さらに増殖したシュートを用いて発様性の試験を行った結果， 1/5 MS培地

を用いた場合， 1 B A処理より無処理の発恨が良好だったと報告しているo ISHTT7)は芽生えを， BAP  

等を添加したCD培地により増殖し，芽生えl本から， 1年半で100本の植物体を得たことを報告している。

よf牛え以外を材料とした培養例としては，井出ら6)は試験菅内微小さし木における採穂母樹の樹齢の影
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響について調べ， 3年生から25年生までの枝のさし木では， 般のさし本と I，;J様に吋結!の樹齢がIおいほ

ど発恨ネは{氏卜することを報台している。

山本ら19)は幼齢本や成本の小枝葉をWS培地等で法主主し，伸長に投ほす影響について!制べ， ~直したホ

ルモン濃度を明らかにしている O 石井ら引はヒノキの牙"1:え汝び!点木の葉条からI3APて5ーを添加1した1/2

MS培地等から誘導したカルスを培養することにより似を分化させた。人~'l'f ら 1) は 5"lè f L ヒノキの葉条汝

ぴ 15年牛ヒノキの鱗片葉をWS培地で出養することで発似mを f~}ている。その際，似形成に Gellum

Gumが良好であり，活'Ì'主炭て、発根が抑制lされたと報(lf している。天野1)は 1{)~16{1è!lの葉条を旧いた場

合， BAPを添加したMS培地などにより，披I;Jを経111して発flWi条をilJることが"J能となったことを

搬出しているo .f-J井ら自〕は13，11年'+.の葉条をBAP，NAA等を添加したCDt洋地などで地養しシュー

トを形成させ，発根炉l休が得られたことを報iUしている。

今凶行った芽午えを使用しての増殖誠験は， λ量増殖という観点の他に，交雑F1のクローン化という

育種 Iの意義がある。本報告では，見牛えから不定討をえ秀与するための，植物ホルモンとお'白について，

より I洋細に検討した。

また，優良個体を効ヰiよく増殖する子段として， シラ力ンノミの幼柏物体の披芽をアノレギン竣ゲルでカ

プセル化することによって無菌， JIJm的条件下で人ーじ稀(FrJl[)(り倣いを行うことが試みられている 11，12)。

この方法を， ヒノキの不半芽に迫田できなL、かと考え，無向条件下でカプセル化して， I H ̂ 濃度別の

発恨の効果を検討するとともに，発根した市を/11自化させたので，併せてその結果を報告する。なお，本

試験を行うに当たり，ご指導を頂いた夜林総合研究所， '1物機能開発庁Ij生物 r学科，本卜勲博士に厚く

お礼申しトげる。

2 ヒノキ芽生えからの不定芽の誘導

2， 1 材料と方法

実験に用いたヒノキの荷 f は林木肯楕センター檎内のクローン集植所に植栽されている樹齢26~28il

，+のヒノキ精英樹，績回10弓，内川17号から1991年11月に1j(果を採取し，それを'宇u材で円;然乾燥して採
稀した。精選した符子は，紙袋に入れ， f番稀時まで、冷蔵庫に貯蔵した。1，000*，['ii.は制田10~~が2 ， 2 g，凶

川17号が2，Ogであった。

J番積所4はパーミキュライトを入れたプラントベッドをJtJい， これを宅内に置いた。 矯補後l:Wで発3f

し，発芽不は傾凹10号が4%，白川17弓が2%であった。

揃え付けには播種後51u 11の芽牛一えを使用した。牙午えは次の/1闘争で殺関した。まず， 70%エタ J-

lレをスプレーし， 6%過酸化水素;J<にいれ，スターラーを用いて15分間援件した後，滅菌水ですすさ， 日

生えをr葉(約lOmm)，幼芽(がJ5m皿)， Itf軸(約10mm)に分割し，外植体とした。
借地は窒素を、|ノ分にした'v1S培地18)を基本培地として片jいた。

この上古上也にサイトカイニンとして日ベンジルアミノプリン(I3AP)，オーキゾンとしてαナフタレ

ン酢酸(1¥:A A)を添加した。 BAP及びNAAの濃度は，それぞれ 0， 0，1， 1， 10， 20μMの5通り

とし，それらを組み合わせてお通りの処理区を設けた。さらに， 3%のゾヲ糖を加え， pH5，7に調整し，
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0.8%の寒天を加え，温浴で溶かした後，オートクレーブで減府し:/ャーレに分注した。

l処理以2倒のシャーレをftJい，シャーレ1個に|司ー家系の2俳i体ずつの分割した外位体を白!木した O し

たがって，各クローン.'i0個体ずつ，計100個体の芽'1'.えを供utした。なお， 子長はすべてI"J紬側を培地に

つくようにI宣ばした。培養は25"C， 16時間口長 ß，~i度3.0001ux の条件で行った。

形成させた不定芽の評価は，不定.!Jての数を肉llHで数え， さらにはi棋を問中位で計り， lt'H主×数の舶をら

段階に指数化L，イえ定牙の量とした。

2.2 結果と考察

培養IIJ，雑菌が多数発生した。そのため，額出10リについては， 25処理医のうち 11処坦|沃が，内JII17

~~については， 12処理区の観察が継続できなかった。結JnJ，川家系ともそろったのは6処JlUlx， • }jのみ

あるのが15処理[><，両志とも無いのが4処即区とはった。

不定牙形成に要する日数は全体の平均で約39Hであった。処理以閣では，ほとんど差がなかった。た

だし，乳Jill状の器宵の形成を経てイ¥定牙ーとなったものは， 50~80LJ と不定見形成までに時間がかかった。

不正芽は 7処開区で形成され (Table1.) ，形成されtJ.かったほとんどの外柚休はカルス化した。不

定:lfの形成にはホルモン濃度によって差が昆られ， 1シャ レ主たりの不定牙の量が最も多かった処fEft

区の卜.(¥13つを挙げると 13APlμMとNAAlOμMIX(Photo. l-a.) ， BAPlOμMとNAAlμM 

lヌ (Photol-b，c) ， BAPlOμMと'..;AAO.IμM区であり， この3通りの組合せは，不定lfの形成量が

他の組合せに比べ格段に多かった CTable1.) 0 

Tablo 1.処理区，器官毎のイ¥定jf形成量(指数)

Growth o[ the adventilious bud日 Cindex)

柄物ホルモン

濃度 。 -nu 

B主P (μ:¥1) 
n
uりl
 

20 

SI 32 31 82 81 S2 SI 32 31 S2 

。 N 
N 0 

C 2 

2 3 
0.1 C C C X 

3 4 4 

:¥'AA 
2 4 O 

C C C N 
(μM) 4 口 2 

4 
10 C 

5 

20 C C C C C C N 

数字 上段がF葉，下段が幼卦にそれそれ形成された不逗芽の坑の指数
Sumber uf upper gru¥¥'th of the adventitiouo bllds from cot:ill'don (index) 

l¥ um her of 1m;刊rgroWlh of lhe advenlitious bllds from plurnule (indcx) 
←雑菌発生 C カYレス化のみ 河変化なし

cor:'camlni=JU口n
日l 制問10ザ

トJukata1 () 

callus inrlucθd only 

S2 西川17号

日ishikiJ¥¥'iJ 17 

no elongna tion 
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a額田10号 sAP1μ 1¥1 011¥AlOμM処理いく

"!ukatal0 sAP 1μ 1¥1 01AA 10μM 

treatmenL 

C 額田10号 HAP10μM)¥AA 111 M処理区

)[ukatal0 BAP 10μM NA1¥ 1μM 

treatment 

b 西川17弓 sAP10μ 1¥1e-JAA 1μM処理区

G."ishikawal7 DAP10μ :Vl 1¥1¥1¥ 1μM 

treatment 

Photo. 1 子葉及び幼芽より誘導された不定芽

i¥dventitious buds from Cotyledons and Plumules 
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ヒノキの不定芽発牛に適するホルモン濃度として. ISHTI7lはCD培地ではBAPlOμM.N AAO.027 

μMの組合せが適当であるとしており，木試験もこれに近い結果を示した。また，天野と酒谷3)は. MS 

培地ではBAPのみを使用して情養した結果，子葉からの不定芽の形成が最も多かったBAPの濃度

は0.5略/Q (222μM)であり，さらに，いったん形成された不定芽，不定芽原基が，時聞が経過しで

もカルス化しない濃度としてO.25rng/Q (111μM)及びo12rng/正 (0.53μM)を挙げている。本試験

では， B A P 1μM区及び10μM区でも不定芽が多く形成され. 20μMいくでも不定牙の形成があったが，

置床後11週を過ぎて，不定芽がカルス化したものはBAP 10μM， NAA1μM区の 1個体であった。ま

た. BAP単独よりも. NAAと併用した方が不定芽をより多く誘導できたことから，両者を併用した

方がより高率に不定芽を誘導できると考えられる。

器官ごとの不定芽形成について比較すると，今回の実験においては， IIH由からイえ;ど芽は形成されなかっ

た。子葉，幼芽から形成された不定芽の数はほぼ同じであったが，幼.ifの方が大きかった。

子葉において不定芽が形成された個休では，幼芽でもすべて不定芽が形成された(16個体中， 11個体)。

一方，幼芽には不定芽が形成されたものの，子葉には形成されなかった個体があった06伺体中5例体)0

以上，今回の試験結果からは，不定芽の誘導には経柚でなく，子葉，幼.Ifを使うのが適当であるが，

どちらがより効率的であるかについては，今後検討する必要がある。

なお，ホルモン濃度と不定芽形成量の関係は.r葉，幼穿とも|司じ傾向であったので，子葉，幼芽の
ホルモンに対する反応の傾向は同じと考えられた。

子葉の不定芽形成と背腹性については，不定芽が形成された子葉の13舶のうち培地に援する倶IJ (向軸

側)に形成された子葉の数は10個であった。また.+葉に形成された不定芽のうち，培地に接する側

(向車由側)の方がより多く形成した。

ヒノキの子葉の不定芽形成には背腹性があり，向軸側を上にした々が不定芽をより効率的に誘導でき

ると報告されている3)。本試験では， これと逆に向車由側を下にしたが，向軸側により多くの不定芽が形成

されたことから，今後は|白J軸側を上にする方がよいと考えられた。

供試数が|子分ではないが， ヒノキの芽生えの不定芽形成に適したホルモン濃度及び器官はわかりかけ

てきた。今後は培養条件を絞り込み，諸条件を詳細に検討していきたい。また，家系聞の差についても

調査を行っていきたい。

3 カプセル化したヒノキ不定芽からの発根

3. 1 材料と方法

カプセル化の材料としたヒノキの不定芳ーは，精英樹の南多摩5号，揖斐2号，加茂3号， 中津川2号，恵

那3号の自然、交配種子の芽生えの部位別不定芽形成能力の系統間差について試験したものの中で，伍軸か

ら増殖したものを使用した16)。この材料が採取できるまでの増殖方法は，芽生えの匹粧をMS培地14)に

ペンジルアミノプリン (BAP)1μMを添加した培地で1カ月間初代培養し16) 15カ月間同じ培地で 1

ヶ月間隔で継代培養した後. MS基本培地の窒素成分を半分にした培地18)で1ヶ月間隔で10カ月間継代
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培養をした。培養物の針葉形態には幼形葉号!と成葉引が見られたので， 2種類に区分して試験した。不定

!Jのカプセル化には，包埋するアルギン酸ナトリウム溶液と，それをゲル化する塩化カルシウム溶液を

使用した。アルギン酸ナトリウム溶液は， MS絵本1，ij-血の主主素成分を平分にした培地から塩化カルシウ
ムを除いたものに，ショ糖30g/Rと，アルギン酸ナトリウム25g/正を加え，発恨を促進するために，

インドール酪酸(IB A)を0，5， 25μM添加した 3種世Qの溶液とした。ゲル化する塩化カルシウム溶

液は，不定!{の包理に用いたものと|司じtff地に塩化カルシウムl1g/正を含むものである O カプセル化の

操作は，不定芽を合む長さ 5~6mmの長さに切っ

た主|葉の先端部を， アルギン酸ナトリウム溶

液に入れてかき混ぜた後， ピンセソトをflJl、

て， 1.芽ず、つ溶液とともにはさみ， lti化カル

シウム溶液のrjlに浜とすことでゲルイヒさせた

CPhoto. 2.)。得られた直径6~8mm のカプセ

ルを，寒天で凶めたMS基本培地の窒素を、r
分にした培地に， カプセルと同じ濃度のIBi¥

を添加した培養びんの中に置床した。

また，このカプセル化の方法と比較するた

めに， MS培地の苦言素をTづ}にした培地に，

IBAを0，5， 25，u M濃度の IBAを添加し

た培養びんに，長さ 7~8mmの不定芽を用いて

直接さし木を行った。これらを250C，約2，500

Photo. 2目 カプセル化したヒノキの不足芽

ト':ncapsulatedadventiti口usbuds of llinoki， 

Chαmαecγpαris obtusα 

luxの16時間口長下で培養した。これらはすべて無薗条件下で操作した。 4カ月を経過した時点で培養を

1)ち切り，びんから取り出し，根に付有した寒天を洗い落として発恨状態を珂査した。調査は，根が5mm

以上伸長した伺体を発根とみなし根の状態については表2の欄外に示した1~5の指数でJ判出した。 l順化

は，ノミーミヰュライトとビートモスとパ ライトを写量泌合し，滅菌した平日出に梢え込んて、行った。

3. 2 結果と考察

カプセル化した不定芽からは，培地I百床後10U日頃からよ干の伸長が始まり Cl'hoto. 3.) ， 恨の伸長

は20U目頃から始まった (Photo. 4.)。その後は漸次，芽及び根の伸長が見られ， カプセルから外に

山た。これらの中には， 1伺のカプセルより数本の芽が伸長している伺休が見られた。芽のみが伸長し

た伺体の中には， 3カ月を過ぎた時点で恨が出始める{個体があった。置炉転後， -1カ月を経過し，培養を十l

ち切る時点ではPholo. 5.のとおり生育した。この， JI固化を開始する時点で未発根の伺体でも，生存あ

るいは芽が伸長している個体が多く，枯死した個体は置床した全数の3.6%であった。発恨状態を調台し

た結果， Table 2.のとおりとなった。発根不は，系統閣や IBAの濃度により差が見られ，最も高かっ

たのは，幼形葉引を用いた IB A25μ:V!I去における南多摩5乃の 80.0%であった。また， 25μM区では

どの系統も幼形集型，成葉型ともに発松半が高かったが， 0， 5μM区に比べて桜が短いものが多く， ぽl

長においても，同様に士宮かかった。平均値を用いた分散分析では，発根率においては，系統聞に1%，針
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Photo.8.カプセノレ化した不定穿からのシュー卜の伸長 Photo.1力ブセ jレ化した不定穿からの発根

日h()otelong81lon frorn thc encapsulau-:d Rooting from the encapsulat8d 

advcnt itious buds. adventitious buds目

葉の形態， I DA処I里間lこは5%水準の有志、主主が認め

られたo fHの状態と市長については， I B ̂ 処理問

において5%//<.布二の有忌差が認められた。不定芽をさ

し本した私'i~をカプセルイヒした材料と比較すると，

Tablc :3のとおり発恨〉容ではさし木の方がやや高い

似I~11がはられた。恨の状態と平均白長については，

IljJらかなi(:(土日られなかった。さし木とカプセル化

の刀法を比較すると， カプセル化の与が処聞が簡便

であるのでカプセル化の方法に改良を加えて実用化

する必要がある。発根状態の訓告が終わったものは， ドnolu.5力プセル化した不定芽から再生された苗

JI風化のためのIIJJに梢え付けた O この時点で l似の Regeneration of lhe plRntlelps frorn the 
encapsulated adventitious buds. 

カプセルから芽の多く rliたものはl芽を残して明広し

た。 IIIf1イヒの途中でカビが発ttし，松腐れをした伺休があり，発根した個体全体のJI出化率は66.1%であっ

た。 以上のように，不正芽をカプセル化することにより増殖が日I能なことが明らかとなった。今回は針

葉の先端部だけを使用したが，針葉の中間部も使用することにより，多くの材料を得ることが可能では

ないかと考えられる。発恨率は，今岡以上に長期間置床しておくことにより，向!が期待できるが，実

用化のためには，短期間にそろって発桜させる技術の開発が必要て、ある o T B A濃度についても発根ユ容

の高かったおμM区は，濃度が高すぎて，恨やj干の伸長が劣る傾向にあったので詳細に検討する必要か

ある。また，今臼!は封建菌状態で寒天培地上にカプセルを置床したため，榊え答えて順化を行わねは、なら

なかったので，今後はより簡便に非無蘭状態で多量に増殖する万法を検討したL、。
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Table 2. カプセル化した不定芽からの発根と生育状態
Rooting and growth uf the encapsulated ad ventitious buds 

幼形葉剤 成葉型

Juvenilc from lcaf i¥dull from leaf 

IBA 系統名 供試数 発根数 発恨率恨の状態の平均苗長 供試数 発恨数 発恨キ恨の状態の平均苗長

温度 平均指数 干均指数

lBA D凹 19natlons NO.of Nuof Ruoting Aver呂日P Average NO.of Nu of Ro{山 ng Av邑rage Average 
日xplaTlts cxplants pen:ゼntaf{es rootlng 日hO()l ex.pla口ts explant日 percentages rooting 日hoot

τuoted index白日 l宇ngtho mり1官d indexes 
ぉ) 

(μM) (%) (mm) (%) 

南夢声事5 30 13 43.3 3.5 25.5 14 50.0 4.0 34.9 
l¥1inamitarr.a 5 
揖費2 45 改) 66.7 3.9 25.8 45 22 48.9 3.3 25.8 
Ibi 2 
加 己責3 45 25 55.6 3.6 30.:3 21 12 57.1 3.3 27.8 
Kano 3 
巾津1112 :30 30.0 4.0 31.6 10 20.0 4.5 18.5 
Nak平atsug均且wa2

51.3 38 27.9 47.8 3.4 27.5 
?Jean 

商事摩ち 30 14 46.7 2.5 26.9 11 7.1 4.0 470 
:v1ina口:ltar.w.5
揖斐 2 45 31 68.9 2.9 23.6 45 21 46.7 3.3 26.0 
lbi 2 
加 J貰3 45 26 57.8 3.5 29.9 21 12 57.1 2.7 25.1 
Kao口 3
中津川 2 30 23.3 3.0 23.4 10 10.0 3.0 23.0 
同awa2 

52.0 3.0 26.3 38.9 3 1 26.2 
Mean 

南多摩 5 30 24 80.0 2.0 14.6 14 28.6 2.8 20.0 
¥1inamltaraa 5 
揖斐 2 45 34 75.6 2.4 15.9 45 28 日2.3 2:l 19.2 
lbi 2 

2 5 
加茂 3 45 30 66.7 21 2日日 21 14 66.7 3.0 30.3 
Ka:oo 3 
中津川 2 30 16 53.3 1.2 12.5 10 40.0 1.8 23.0 

下"ak王且手t日"g間awa2 
69.3 2.0 164 55.6 2.5 22.7 、lean

指数 根の状態

Index State of rooting 

5 : 5crn以上が3本以上

1vI0re than 3 roots longer than 5 cm. 
4 : 5cm以 iが1-2本

one to two roo18 long.er lhan 5 cm 

3: j-5cmが3本以上

More than 3 roots to 5 cm long. 

2: j-5cmが1-2本

onc to L¥-VO roots to 5cm lonι 

1 : D.5-1crnがl本以 l

?νlore than a roots 0.5 10 lcm long. 
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Table 3 カプセル化した不定芽とさし本した不定芽の発根と生育状態

Hooting and growth of the encapsulatcd adventitious buds and cuttin巨 advcntitiousbuds 

成葉型

八du1tf'rom leflf 

平均苗長

/l.verage 
shoot 
lcngtトg
(町四)

発担率 根の状態的
、ド均指数

民。oting /l.VE'ずage
percenlages ruotlng-

indexcs 
(%) 

発砲数

r-Io.of 
explanlS 
rooLec 

供試数

No.of 
explants 

幼形葉型

Juvenile from leaf 

尭根数 発根'f根の状態の平均苗E
平均指数

No. of Houting 八町rage A verll.gc 
cxplants percentages t"ootmg shoot 
rootcd indcxes Icngths 

(%) (mm) 

供試数

No. o!" 
explants 

I BA 系統名 材料
理度
lH八 Dcsignatlons lvlalt;rial 

'"()T凹 n~ rlÜiün~ 

(μM) 

南多摩 5
rvlinamilama5 

25.0 

21.5 

27.0 

26.0 

23.0 

2.¥.0 

3

5

0

7

日

日

3

3

5

2

4

4

 

6日0

10.0 

6日0

60.0 

剖)日

40.0 

218 

26.7 

315 

27.7 

26.5 

30.U 

。1
8

3

0

8

3

4

3

4

4

4

 

400 

73.3 

40.0 

73.3 

33.3 

53.3 

6

1

6

1

5

白

l

l

 

5

5

5

5

8

6

 

1

1

1

1

1

1

 

カプセル

じap.sule
さし本
cuttmg 
カプセル

capsulc 
さしノk
cuttll1g 

'1'津川12 カプセル

Nakatsugawa2 c.:¥psulc 
さ[木

cultlllg 

車規113
Ena日

3.5 28.5 

2.U 20.7 

5.0 485 

4.5 31.5 

5.0 49.0 

50 45.0 

40.0 

60.U 

40.0 

400 

20.0 

2日。

25.5 

20.5 

24.2 

27日

21.0 

20.1 

8

7

6

0

5

5

 

2

1

3

3

3

2

 

40.0 

66.7 

33.3 

200 

26.7 

53.3 

6

0

5

3

4

8

 

1
 

5

5

5

5

5

5

 

1

1

1

1

1

1

 

市多摩 5 カプセル

JVlmamliama5 capsule 
さし木
cuttlOg 
カプセル
cupsu]p 
ざし本
cutttng-

「↑11ft川2 カプセル

:¥akatsugawa2 caドsule
ざし本

c:ultmg 

恵那3
hna3 

20日

20.7 

24.0 

38.0 

1日0

37.0 

3.0 

3.0 

2.0 

5.0 

20 

5.0 

0

0

0

U

O

D

 

刊

印

m
m
m
初

15.8 

122 

18.5 

11.8 

12.7 

14.8 

3

0

8

4

8

0

 

2

2

2

1

1

2

 

46.7 

33.3 

40.0 

53.3 

40.0 

33.3 

5

5

5

6

5

5

 

1

1

1

1

1

1

 

南多摩5 カプセル

ivlina灯itama.'i capsule 
さし木

cuttmg 
カプセル

capsulc 
さし木

じutting
中浄川 2 カプセノレ

¥akalsu広awa2 C8ドsulc
さし本

cutting 

恵那3
Ena3 

2 5 

指数 根の状態

Index State of rooting 

5 : 5cm以上が3本以上

More than 3 roots lon耳erthan 5 CTli 

4 : 5叩以上が1~2本

one to two ro口tslonger than 5 cm 

3: l~白叩が3本以上

¥llore than 3 roots to 5 cm long 
2 . 1~5cmが 1~2本

one two roots to 5cm long 

1 :O.5~lcmが1本以上

Mo孔、 thana ruots 0.5 to lcm long 
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Summary 

Cotyledon. Plumule and hypocotyl of the gcrminated scedling of Hinoki (Chαmaecypαns 

obtusa) wer日cult ured to ind uc日adventitiousbuds. Thcy wcro cultured on thc half slrcngth 

Murashige and Skoog (MS) medium supplemenled with 0.0.1， 1， 10. 20μM 6-benzylamino-

purine (BAP) and l-naphthalcneacetic acid (NAA) . Th巴adventitiousbuds wero wcll indu 

ced in lhe combination of 1-10μiv! HAP and 0.1-10μM :'¥[1¥1¥. They were induced from thc co 

tylcdon 

and thc plumule instead of thc hypocotyl. The explants which c!ic! not formec! adventitious 

bud日formec!calli. 

Thc advcntitious buds were encapsulated to proc!uce synthetic seec!s. The mec!ium of the 

beads was thc half strength MS medium supplemented with O. 5. 25μM indole-3-butyric acid. 

The adventitious buc!s coatec! with soc!ium alginate solution were pickec! up with furceps anc! 

dropped into modified 1¥1S mcdium containing 1.4% ca1cium chloric!c to makc be日ds. Shool 

elongation slarlec! after 10 days of cultur巴androot formation start巴dafter 20 days. There 

were slgnl日cantdiff日rences且mongfamilies or IE3A concentratiuns in rooting percentages. 

There 、verealso significant difforencos among IBA conccnlraLions in rool growth or shoot 
length. 




